
北信越国民スポーツ大会北信越国民スポーツ大会北信越国民スポーツ大会北信越国民スポーツ大会

この事業は、競輪の補助を受けて実施しています。

第
47
回

第
47
回

第
47
回

第
47
回

競輪の補助事業

主　催　（公財）日本スポーツ協会
　　　　長野県　福井県　新潟県
　　　　石川県　富山県
　　　　長野県教育委員会　福井県教育委員会
　　　　新潟県教育委員会　石川県教育委員会
　　　　富山県教育委員会
　　　　（公財）長野県スポーツ協会
　　　　（公財）福井県スポーツ協会
　　　　（公財）新潟県スポーツ協会
　　　　（公財）石川県スポーツ協会
　　　　（公財）富山県スポーツ協会

共　催　会場地市町村
　　　　会場地市町村教育委員会

後　援　スポーツ庁

主　管　（公財）長野県スポーツ協会
　　　　長野県各競技団体

大会ホームページ

体操競技体操競技
(トランポリン)(トランポリン)
プログラムプログラム

会　　期
令和 8 年
7月4日[土]

～5日[日]
会　　場

須坂市北部体育館



 

 

開 催 の 趣 旨 

 

 国民スポーツ大会の趣旨に則り、その予選会として、北信越地域の

人々に広くスポーツを普及し、スポーツ精神の高揚を図り、健康増進

と体力向上を目指し、併せて、５県の親睦と交流を深めるとともに、

地方のスポーツ振興及び文化の発展に寄与することを目的とする。 

スポーツを行う者の心得 

（「日本スポーツ協会スポーツ憲章」抜粋） 

 

●スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。 

●競技規則はもとより、自ら属する団体の規則を遵守し、フェアプ

レーの精神を尊重する。 

●常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。 

●アンチ・ドーピングに関する規定を遵守する。 
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あ い さ つ 

 

 

第 47回北信越国民スポーツ大会 会長 
公益財団法人長野県スポーツ協会 会長 

長野県知事 阿 部  守 一 

 

 

 第 47 回北信越国民スポーツ大会がここ長野県において盛大に開催され

ますことを心よりお慶び申し上げますとともに、北信越各県からお越しい

ただきました選手、監督、役員の皆様に、県民を代表して心から歓迎申し

上げます。 

 本大会は、青森県で開催される「青の煌めきあおもり国スポ」への北信

越ブロック代表の座を競う重要な大会であり、各競技において出場権獲得

を目指す熱い戦いが繰り広げられます。大会を通じて、県民のスポーツに

対する関心が一層高まるとともに、北信越ブロックにおけるスポーツの振

興と競技力の向上が図られることを大いに期待しております。 

本県では、昨年７月に令和 10 年の信州やまなみ国スポ・全障スポの開

催が正式に決定し、昨年 12 月には信州やまなみ国スポの競技会会期が決

定いたしました。現在、会場地市町村や県内競技団体をはじめとする関係

機関と緊密に連携しながら、全国の皆様をお迎えするための準備を進めて

いるところです。本大会の多くの競技会場では、２年後に信州やまなみ国

スポ・全障スポの競技が行われます。本大会が、両大会に向けた気運の醸

成につながるよう取り組んでまいります。 

さて、本県は、雄大な自然や歴史ある温泉、そして地域の風土に育まれ

た食や伝統工芸などの特産品に恵まれております。県外からお越しの皆様

には、地域ごとに異なる魅力を有する長野県の奥深い観光資源についても、

存分にご堪能いただければ幸いです。 

結びに、本大会の開催に当たり、多大なご尽力を賜りました会場地の市

町村をはじめ、関係者の皆様に厚く御礼申し上げますとともに、選手の皆

様のご健闘とご活躍を心から祈念申し上げ、あいさつといたします。 
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  祝　　　辞 

 

 

長野県議会議長 依 田 明 善  

 

 

 

 

第 47 回北信越国民スポーツ大会が、長野県において盛大に開催

されますことをお祝い申し上げ、選手及び御関係の皆様方の御来県

を、地元長野県議会を代表いたしまして、心から歓迎申し上げます。 

 各県での厳しい予選を勝ち抜き、県代表として本大会への出場を

果たされた選手の皆様、誠におめでとうございます。 

 本大会は、青森県で開催される第 80 回国民スポーツ大会「青の煌

めきあおもり国スポ」の予選会として、また、北信越地域のスポー

ツ振興や交流に寄与するものとして、これまで 40 年以上にわたり

開催されてきた大変伝統のある大会でございます。 

 選手の皆様には、日々の練習の成果を十分に発揮され、輝かしい

成果を収められますとともに、本大会を通じ、選手相互の友情を大

いに深め、末永く心に残る素晴らしい大会となることを祈念申し上

げます。 

 また、日頃から選手の育成やスポーツ振興に御貢献いただいてお

ります関係者の皆様のこれまでの御努力に対し深く敬意を表しま

すとともに、引き続きスポーツを通じた地域活性化に御尽力いただ

きますよう、お願い申し上げます。 

本年は、明治９年に筑摩県と長野県が合併して現在の長野県が誕

生してから 150 周年を迎える節目の年でもあり、県内各地で様々な

イベントが開催されています。本県には、豊かな自然環境はもとよ

り、地域独自の多様な伝統文化や時代を先取りする最先端技術の集

積など、先人たちが築きあげてきた数多くの魅力があります。皆様

には、この機会にぜひ信州の魅力に触れ、本県に関心を寄せていた

だければ幸いです。 

結びに、本大会の開催に当たり、多大な御尽力をいただきました

関係の皆様に心から感謝を申し上げますとともに、本大会の御成功

と選手の皆様の御健闘を祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。 
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あ い さ つ 
      

 
     長 野 県 体 操 協 会    

会  長  髙 島  陽  子  

 

 

 

 

 

第 47 回北信越国民スポーツ大会が長野県を会場に開かれますこ

とを心からお祝い申し上げます。選手はじめ指導者や関係の皆様が

お集まりくださったことは喜ばしく、誠にありがとうございます。 

本大会は、ことし青森県で開催の「青の煌めきあおもり国スポ」

北信越ブロック代表選考となる重要な競技会であり、選手一人ひと

りが最高の演技を発揮されますよう、私ども開催地のスタッフや審

判員も、入念に環境整備を進めて参りました。 

長野県で２年後に信州やまなみ国スポ・全障スポの競技が行われ

ますことから、県協会一同、本大会は選手の力が最大限に発揮され

ることはもちろん、最高の活躍の場となるため、これまで以上に緊

張感を持って取り組み、競技特性ごとに華やかに盛り上げたいとの

所存です。 

長い歴史と実績を持つ北信越ブロック団体における積み重ねと、

組織体制でも常日頃よりのご理解とご支援を賜り、この場をお借り

して感謝申し上げますとともに、今後の益々のご指導もお願いした

く、どうぞ宜しくお願いします。 

むすびに、本大会の成功を期し、多大なご尽力を賜りましたすべ

ての皆様に対し、厚く御礼申し上げますとともに、選手の皆様のご

健闘とご活躍をお祈り申し上げ、あいさつといたします。  
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歓迎のことば 
 

 

須坂市長 三 木 正 夫 

 

 

 

 

第 47 回北信越国民スポーツ大会が、ここ長野県で大勢の皆様を

迎え、盛大に開催されますことを、お喜び申し上げますととも

に、須坂市民を代表し心から歓迎いたします。 

本大会は、「青の煌めきあおもり国スポ」の北信越ブロック代表

を決める重要な大会であります。選手の皆様におかれましては、

日頃の厳しい練習で培った心技体を存分に発揮し、正々堂々とし

たプレーで、見る者に感動を与えてくださることをご期待申し上

げますとともに競技を通じて互いの健闘を称え合い、地域や世代

を超えた交流の場として本大会が実り多きものとなりますことを

心から願っております。 

さて、須坂市は北アルプスの山々を遠景に望む、豊かな自然に

囲まれた美しいまちであり、国指定名勝・日本の滝百選の一つで

ある米子大瀑布や標高 1,500ｍに広がる峰の原高原など、四季

折々の表情を見せる壮大な自然に囲まれた町です。 

江戸時代には商業都市として栄え、今もなお土蔵造りの趣ある

町並みが残り、2024 年には、この街並みが国の重要伝統的建造物

群保存地区に選定され、その歴史と文化が息づいています。ま

た、水はけの良い土壌や昼夜の寒暖差を活かした果実栽培も盛ん

で、ブドウやリンゴ、モモなど全国有数の果物の一大産地「フル

ーツ王国須坂」となっております。 

この機会にぜひ、須坂の自然の美しさや歴史の深さに触れ、当

市の魅力を堪能していただければ幸いです。 

結びに、大会運営にご尽力されている役員の皆様はじめ、ご来

場いただいた全ての関係者の皆様に、深く感謝と敬意を申し上げ

ますとともに、この大会が、皆様にとって記憶に残る素晴らしい

日となりますことをご祈念申し上げ、歓迎のことばとさせていた

だきます。 
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名 誉 会 長 三 木 正 夫

会 長 髙 島 陽 子

副 会 長 田 中 誠 一 渡 辺 茂 小 池 田 康 秀 宮 本 光 明

顧 問 石 合 敬 勝 山 幸 則 小 林 貴 彦 傳 田 明 康

山 崎 稔 橋 爪 み す ず 竹 内 義 雄 加 藤 真 二

立 野 弘 中 澤 隆 一

参 与 寺 沢 隆 宏 小 林 英 一 塩 澤 比 呂 志 髙 畑 良 樹

渡 辺 雅 文 船 木 政 明 渡 辺 武 文

委 員 長 佐 治 木 範 行

副 委 員 長 関 澤 健 二 甘 利 道 子 永 井 祐 二 西 澤 千 明

岸 一 盛 三 鍋 史 朗

委 員 塩 﨑 智 一 藤 沢 勝 裡 海 﨑 薫 野 尻 悦 子

山 田 隆 英 安 土 武 志 湯 本 光 彦 渡 邊 玄

福 本 浩 二 鈴 木 あ お い 染 谷 翔 太 中 島 恵 美 子

小 林 将 樹 小 野 沢 泰 典 國 府 方 伸 也 田 中 慈

小 林 秀 典 峯 村 裕 土 屋 敦 子 堤 美 佐 子

小 林 亮 次 伊 藤 淳 児 湯 田 愛 理 辻 元 望 恵

崎 浜 か す み 松 本 萌 三 澤 奈 々 滝 澤 清 巳

池 上 絵 理 香 谷 口 莉 々 夏 中 西 拓 堀 内 翠

備 前 宏

競　技　会　役　員
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競 技 役 員 長 永 井 祐 二

競 技 副 役 員 長 藤 沢 紀 和

審 判 長 中島 恵美子

審 判 員 吉 村 裕 太 山 崎 静 江 黒 﨑 実 菅 原 裕 代

尾 崎 剛 益 田 徹 堀 内 翠 松 本 こ ず え

競 技 部 長 永 井 祐 二

招 集 誘 導 係 小 林 信 一 山 岸 友 伊

ス ポ ッ タ ー 係 川 口 悠 輔 森 大 輔

進 行 部 長 藤 沢 紀 和

フロアマネージャー 藤 沢 紀 和

進 行 係 斉 藤 裕 介

音 楽 ・ 放 送 係 青 木 風 海 丸 田 貴 子

競 技 会 場 係 松 岡 輝 典 溝 口 久 美 子 笠 井 愛

総 務 部 長 湯 本 光 彦

記 録 部 長 永 井 祐 二

記 録 補 助 係 青 木 妙 子 日 下 哲 也

式 典 部 長 青 木 妙 子

式 典 表 彰 係 審判員(6名 )

受 付 部 長 宮 川 賢 二

受 付 案 内 係 渡 辺 み は る

接 待 部 長 宮 川 賢 二

接 客 係 高 田 梢 塩 﨑 智 一

報 道 係 藤 沢 勝 理

交 通 整 備 係 今 西 聡

司 会 進 行 係 阿 藤 千 鶴 子

宿 泊 係 山 本 香

会 計 係 湯 本 光 彦

医 療 ・ 救 護 係 川 口 悠 輔

競　技　役　員　
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期 日 期 日

時 間 時 間

場 所 場 所

次 第 次 第

時間

14:00

15:00

15:30

式　典　次　第

１　開会宣言 １　開会宣言

＜開　始　式＞ ＜表　彰　式＞

令和８年(2026年)７月４日(土) 令和８年(2026年)７月５日(日)

２　主催者挨拶 ２　表彰

午後４時 午前１１時５０分

須坂市北部体育館 須坂市北部体育館

３　地元挨拶 ３　総評

４　選手宣誓 ４　閉会宣言

５　閉会宣言

諸　会　議　日　程

会議名 期日 場所 電話番号

監督会議 ７月４日(土) 須坂市北部体育館 026-248-5600

審判研修 ７月４日(土) 須坂市北部体育館 026-248-5600

審判会議 ７月４日(土) 須坂市北部体育館 026-248-5600
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トランポリン競技

No. 県名 監督名 選手名 フリガナ 所属（学校名）

1 長野県 中西　拓 丸田 倖衣 マルタ サエ 上田西高等学校

2 富山県 常川　智子 野尻 花菜子 ノジリ カナコ 富山第一高等学校 女子 中島 凜愛

3 福井県 松井　尚子 大藤 彩 オオドウ アヤ 金沢星稜大学

4 新潟県 小林　和 熊谷 美希 クマガイ ミキ 日本体育大学 女子 金子 夏美

5 石川県 横田　雄帆 澤田 守杏 サワダ モモ 金沢星稜大学 女子 木村 心春

6 石川県 横田　雄帆 松本 悠生 マツモト ユウセイ 金沢学院大学 男子 今本 修成

7 富山県 常川　智子 古川 心晴 フルカワ キヨハル 富山市立速星中学校

8 長野県 中西　拓 横澤 晴稀 ヨコザワ ハルキ （有）テン・フォーティー 男子 山本 有泰

新潟県

長野県 中西　拓 横澤　孝宏

富山県 常川　智子 中島　凜愛

福井県 松井　尚子 大藤　和子

石川県 今本　修成 木村　心春

ス タ ー ト リ ス ト

予備登録選手

スポッター申請

競　技　日　程

予選 決勝

試技台時間 ９：４０～１０：３０ １０：４０～１１：１０
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回 第４５回 第４６回 第４７回 第４８回 第４９回

女子 田中　希湖（石） 田中　沙季（石）

男子 豊後　輝道（石） 松本　悠生（石）

期日
会場

R6.7.6～7.7
松任総合運動公園

体育館

R７.7.12～7.13
富山県総合体育セン

ター

R8.7.4～7.5
須坂市北部体育館

宮野　隼人（石）

田中　沙季（石）

北信越国民スポーツ大会　成績

男子

女子

上野　隼輔（石）

杉谷　櫻花（石）

上野　隼輔（石）

谷口　　空（石）

中園　貴登（福）

田中　沙季（石）

北信越国民体育大会　過去の成績

回

期日
会場

第４０回 第４１回 第４４回

R1.7.6～7.7
一本松総合運動公園
体育館サン・アリーナ

中止 R3.7.3～7.4
松本市総合体育館

R4.7.23～7.24
鯖江市総合体育館

R5.7.22～7.23
上越市立上越体操場

第４２回 第４３回
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北部体育館配置図 
 
 

13



14



会 場 名

郵便番号・住所 〒382-0000 須坂市小河原1055‐3

競技会本部責任者 藤沢 紀和

電話番号(携帯) 070-8908-4893

E-mailアドレス

会 場 名

郵便番号・住所 〒382-0000 須坂市小河原1055‐3

電 話 番 号 026-248-5600

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 026-248-5600

E-mailアドレス

医 療 機 関 名

郵便番号・住所 〒382-8577 須坂市須坂１３３２

電 話 番 号 026-245-1650

名 称

〒380-8570 長野県長野市大字南長野字幅下692-２

長野県国スポ・全障スポ大会局競技運営課内

電 話 番 号 026-235-7283

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 026-235-7499

郵便番号・住所

競 技 会 本 部

須坂市北部体育館

f.getsu.ny@gmail.com

記 録 本 部

須坂市北部体育館

f.getsu.ny@gmail.com

会場最寄(救急)医療機関

長野県立信州医療センター

大 会 本 部

第47回北信越国民スポーツ大会実行委員会事務局

県　名 所　在　地 電　話

福井県 須坂市大字井上890番地4 050-5211-5822

新潟県 須坂市大字井上890番地4 050-5211-5822

石川県 須坂市大字井上890番地4 050-5211-5822

富山県 須坂市大字井上890番地4 050-5211-5822

長野県 須坂市大字井上890番地4 050-5211-5822ホテルルートイン須坂

宿　舎　名

ホテルルートイン須坂

ホテルルートイン須坂

宿 舎 一 覧 表

ホテルルートイン須坂

ホテルルートイン須坂
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